
＜バーゼルⅢ 第３の柱に基づく開示事項＞

（レバレッジ比率の構成に関する事項）

「国際様式の該当番号」とは、バーゼル銀行監督委員会により2014年1月12日に公表された「レバレッジ比率の枠組みと開示要件」
と題する文書の表１及び表２に記載された番号を指します。

【2020年6月期・連結・速報値】 （単位：百万円、％）
国際様式
(表１)の
該当番号

　項　目
当四半期末

(2020年6月末)
前四半期末

(2020年3月末)

オン・バランス資産の額

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 6,919,868 7,400,472

１ａ １ 連結貸借対照表における総資産の額 7,330,826 7,795,466

１ｂ ２ 連結レバレッジ比率の範囲に含まれない子法人等の資産の額　(△) - -

１ｃ ７
連結レバレッジ比率の範囲に含まれる子会社の資産の額（連結貸借対
照表における総資産の額に含まれる額を除く。）

- -

１ｄ ３
連結貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資
産の額　(△)

410,957 394,994

７ Tier１資本に係る調整項目の額　(△) 40,518 38,551

オン・バランス資産の額　　　　　　　　　　　　　　　（イ） 6,879,350 7,361,920

デリバティブ取引等に関する額

デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4を乗じた額 - -

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 11,103 12,867

デリバティブ取引等に関するPFEの額に1.4を乗じた額 - -

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 19,622 25,255

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 - -

連結貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差
し入れた担保の対価の額

- -

連結貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現
金で差し入れた証拠金の対価の額

- -

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の
額のうち控除する額　(△)

- -

清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレー
ド・エクスポージャーの額　(△)

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における
調整後想定元本の額

- -

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における
調整後想定元本の額から控除した額　(△)

- -

４ デリバティブ取引等に関する額　　　　　　　　　　　　（ロ） 30,726 38,122

レポ取引等に関する額

レポ取引等に関する資産の額 373,402 355,563

レポ取引等に関する資産の額から控除した額　(△) - -

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャー
の額

4,257 8,747

代理取引のエクスポージャーの額

５ レポ取引等に関する額　　　　　　　　　　　　　　　　（ハ） 377,659 364,311

オフ・バランス資産の額

オフ・バランス取引の想定元本の額 414,023 412,672

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額
(△)

297,704 295,491

６ オフ・バランス取引に関する額　　　　　　　　　　　　（ニ） 116,318 117,180

連結レバレッジ比率

資本の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ホ） 640,842 613,420

８
総エクスポージャーの額
（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ））　　　　　　　　　（ヘ）

7,404,055 7,881,534

連結レバレッジ比率（（ホ）／（ヘ）） 8.65% 7.78%

日本銀行に対する預け金を算入する場合の連結レバレッジ比率

総エクスポージャーの額　　　　　　　　　　　　　　　（ヘ） 7,404,055

日本銀行に対する預け金の額 975,579
日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額
（へ’）

8,379,634

日本銀行に対する預け金を算入する場合の連結レバレッジ比率
（（ホ）／（ヘ’））

7.64%

（注）「いよぎん愛媛大学発ベンチャー応援ファンド投資事業有限責任組合」（以下、IEUF）および「いよエバーグリーン事業承継応援ファンド
　　　２号投資事業有限責任組合」（以下、IEBF2）は、会計上、非連結の子会社でありますが、自己資本比率告示第三条の規定に従い、規制上
      の連結対象には含まれております。そのため、「バーゼルⅢ第３の柱に基づく開示事項」における連結貸借対照表は、IEUF、IEBF2を含めて
　　　作成した規制上の連結対象に基づいた貸借対照表であり、会計上の公表貸借対照表とは相違します。

（前四半期の連結レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因）
　規制上、総エクスポージャーの額に「日本銀行に対する預け金」を含めない取扱となったため、2020年6月期の連結

レバレッジ比率は2020年3月期に比べ上昇しました。

2020年8月7日
株式会社 伊予銀行
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【2020年6月期・単体・速報値】 （単位：百万円、％）
国際様式
(表１)の
該当番号

　項　目
当四半期末

(2020年6月末)
前四半期末

(2020年3月末)

オン・バランス資産の額

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 6,888,454 7,369,967

１ａ １ 貸借対照表における総資産の額 7,299,411 7,764,961

１ｂ ３
貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産
の額　(△)

410,957 394,994

７ Tier１資本に係る調整項目の額　(△) 44,179 41,995

オン・バランス資産の額　　　　　　　　　　　　　　　（イ） 6,844,274 7,327,972

デリバティブ取引等に関する額

デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4を乗じた額 - -

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 11,103 12,867

デリバティブ取引等に関するPFEの額に1.4を乗じた額 - -

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 19,623 25,255

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 - -

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 - -

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金
で差し入れた証拠金の対価の額

- -

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価
の額のうち控除する額　(△)

- -

清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレー
ド・エクスポージャーの額　(△)

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合におけ
る調整後想定元本の額

- -

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合におけ
る調整後想定元本の額から控除した額　(△)

- -

４ デリバティブ取引等に関する額　　　　　　　　　　　　（ロ） 30,726 38,122

レポ取引等に関する額

レポ取引等に関する資産の額 373,402 355,563

レポ取引等に関する資産の額から控除した額　(△) - -

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポー
ジャーの額

4,257 8,747

代理取引のエクスポージャーの額

５ レポ取引等に関する額　　　　　　　　　　　　　　　　（ハ） 377,659 364,311

オフ・バランス資産の額

オフ・バランス取引の想定元本の額 392,737 391,318

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額
(△)

278,547 276,273

６ オフ・バランス取引に関する額　　　　　　　　　　　　（ニ） 114,190 115,045

単体レバレッジ比率

資本の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ホ） 617,790 591,843

８
総エクスポージャーの額
（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ））　　　　　　　　　（ヘ）

7,366,851 7,845,450

単体レバレッジ比率（（ホ）／（ヘ）） 8.38% 7.54%

日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率

総エクスポージャーの額　　　　　　　　　　　　　　　（へ） 7,366,851

日本銀行に対する預け金の額 975,579

日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額
（へ’）

8,342,431

日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率
（（ホ）／（ヘ’））

7.40%

（前四半期の単体レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因）
　規制上、総エクスポージャーの額に「日本銀行に対する預け金」を含めない取扱となったため、2020年6月期の単体

レバレッジ比率は2020年3月期に比べ上昇しました。
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